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ご使用になる前に

ト ラ ン ス ミ ッ タ
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お願い：本器をお使いになる前に、本書及び取扱説明書を必ずよくお読みください。

本文中の注意事項は必ずお守りください。

本書及び取扱説明書は、必要なときすぐ取り出して読めるように大切に保管

しておいてください。
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はじめに 
このたびは、トランスミッタ CSA-504S-1B をご採用いただきまして、誠に有難うございました。 
本取扱説明書は、CSA-504S-1B の設置方法や接続方法、操作のしかたなどについて説明して 
います。本文をよくお読みのうえ正しくご使用下さい。 

本取扱説明書につきましては、最終ユーザー様にまで必ずお届けいただきますようよろしくお願 
い申しあげます。また、最終ユーザー様におきましては、お読みいただいたあとも大切に保管して 
おいて下さい。 

 



本書で使用しているマ ー クと約束事について

本書では、絶対にしないでいただきたいことや注意していただきたいこと、
参考にしていただきたいことの説明には、次のようなマ ー クを付けています。
これらのマ ー クの箇所は必ずお読みください。

ど色、注意 骨 ケガや事故の原因となり、人体の危険につながり得ることへの
注意です。
ここの注意されていることは、絶対に行わないでください。

図 骨 操作や作業する上での注意や制限などですo

誤った事をしないために、必ずお読みください。
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ご使用になる前に、本文を必ずお読みください。＠ 

設置場所について1. 

図 温度、 湿度が以下の範囲内の場所でご使用ください。

周回温度： O ～ 50℃

周囲湿度： 20 ～ 8 0%R. H. 以下（結露のないこと）

設置してはいけない場所(1) 

本器を次のような場所に設置しないでください。 おもわぬ故障の原因と

なることがあります。

ど色注意

直射日光が当たる場所や高温な場所に設置しないでください。

水気のある場所での使用は避けてください。

振動がある場所には設置しないでください。

ほこりや粉塵が多い場所は使用を避けてください。

急激な温度変化や湿度変化のある場所には設置しないでください。

磁気や電磁波を発生する機器の近くには設置しないでください。

実験室など、化学反応を起こすような場所は避けてください。
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本器を設置するとき(2) 

図 本器を設置するには、装置の周囲に空間を確保してください。

各部のす法、 及び周囲に必要な寸法は次のようになっています。
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生、注意 本器を設置するときは、故障や感電を防ぐため、次のような点にご注意

ください。

＠ 電源ケ ー ブノレやインタフェ ー スケ ー ブlレの取り付けや取り外しは、必ず電源が

入っていないことを確認してから行ってください。

2. 電源について

ど色注意 電気装置は、注意して取り扱わないと、恩わぬけがをして危険です。

＠ 電源電圧の許容範囲は、 D CV±l5V ±5%です。

もし、不明点があれば弊社にお問い合わせください。
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改訂履歴

日付 取扱説明書 No. 改訂理由（内容）

1992 年 07 月 DRW.NO.294-1065 新規

1995 年 12 月 DRW.NO.294-1065A 製品型式変更による

1996 年 02 月 DRW.NO.294-1065B ECN NO.をつける 

1998 年 09 月 DRW.NO.294-1065C FN98-2119 による 

1999 年 05 月 DRW.NO.294-1065D 

FN99-2056 による 
-誤記訂正-
-表紙- 
「この取扱説明書は環境保護のため再生紙を使用しています。」の
文章追加

2000 年 09 月 DRW.NO.294-1065E 
FN10-02122 
-誤記訂正-
8 項 8.取扱い順序 文書追加

2005 年 10 月 DRW.NO.294-1065F 

FN05-02035 
-追加-
P.6 6-1,6-2「配線色が標準と異なる場合がありますので、ご使用に
なる変換器の成績書をご確認下さい。」

2010 年 12 月 DRW.NO.294-1065G FN10-02140A による 
Minebea ロゴ変更 

2012 年 05 月 DRW.NO.294-1065H FN10-02140D による 
Minebea ロゴ変更 

2015 年 07 月 DRW.NO.294-1065I FN10-02140E による 
Minebea ロゴ変更 

2018 年 05 月 DRW.NO.294-1065J 

ECN NO.FN17−02017 により 
－変更－
・表紙下部にある会社名の記載を削除
・本文中にある会社名の記載を削除







1. キ既聖書

本器は、超小型カ ー ド式トランスジュ ー サ ー 用増幅器です。

2. 牛寺毛故

超小型ゆえ、設置スペースが大変少なくすみ、 システム機器の内蔵用としては最適です。

3. ｛：士？？業

1) ブリッジ電源

2) 適用変換器

3) 入力方式

4) 感度

5) 出力

6) SP A N調整範囲

7) TAR E補正範囲

8) Z ER O調整範囲

9) 非直線性

10) CHECK

11) 周波数応答範囲

12) 温度変化による影響

13) 使用温度湿度範囲

14) 電源

15) ブロック図
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DClOV ±10%（但し、一定）

ひずみゲ ージ式変換器（350Q) 4点迄

差動入力（CMRR lOOdB以上）

lmV/V入力にて10V

±10V 負荷抵抗2KQ

1000倍 MAX. 1/1～0. 9/1倍を調整

内部抵抗により調整

±0. lmV/Vを調整

±0. 05%F. S. 以内

1点 定格の約80%

DC～lOHz (±3dB) 

零点 土2µV／
。

C（入力換算）

感度 士0. 05%F. S. ／
。

c

。～50℃ 85%RH以下（結露除く）

DC±15V ±5%以内 150mA 

又は、 AC36Vi!YJ ” 7-17'｛寸（但し、AC36Vはオプション）
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※記載されている内容は、改良のため予告なく変更することがあります。 
 

 
本社 〒389-0293 長野県北佐久郡御代田町大字御代田 4106-73 ☎0267-32-2200 FAX 0267-31-1350 

センシングデバイスセールス 
東京事務所 〒108-6319 東京都港区三田 3-5-27 (住友不動産三田ツインビル西館 11F) ☎03-6758-6761 FAX 03-6758-6760 

名古屋事務所 〒460-0003 名古屋市中区錦 1-6-5 (名古屋錦シティビル 4F) ☎052-231-1181 FAX 052-231-1157 

大阪事務所 〒541-0053 大阪市中央区本町 1-7-7 (WAKITA 堺筋本町ビル 6F) ☎06-6263-8331 FAX 06-6263-7388 

センシングデバイス事業部 
藤沢工場 〒251-8531 神奈川県藤沢市片瀬 1-1-1 ☎0466-22-7151 FAX 0466-22-1701 

軽井沢工場 〒389-0293 長野県北佐久郡御代田町大字御代田 4106-73 ☎0267-31-1309 FAX 0267-31-1353 

 
 テクニカルサポートフリーダイヤル  ０１２０－９５０００８ 
 ホームページアドレス http://www.minebea-mcd.com 
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